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⾼機能な蓄電池とパワコン交換の提案

太陽光パネル 大容量

12.8kWh

 パワコン交換も費用がかかるため、パワコン交換の代わりに蓄電池を導入すれば割安
に導入可能

 売電価格の低下、電気代削減(電気代削減)、停電対策等の付加価値提供
 他社ハイブリッド蓄電池と比較しても高性能な蓄電池

(ハイスペック、一体型、AI制御機能、長期保証、安全設計等)

交換

10年経過したパワコン

パワコン交換提案

卒FITして売電価格が安い且つ、保証切れのパワコンを持つ顧客に対してハイブリッドの高性能蓄電池を提案⁉

対象顧客：既設PV(卒FIT)

ハイスペック、一体型
AI制御機能、長期保証
安全設計等
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PCS2台⇒集約提案

POWER DEPO®Hの高い太陽光入力電力を活かし、従来まとめられなかった併設パワコンの集約を提案！

 パワコン2台併設は余剰電力も多いため、NXPの蓄電池容量とマッチし易い
 太陽光発電入力8.8kWは他社には無い性能！
 パワコンを集約することで屋内に設置されている場合、家の中がスッキリする

3.5㎾ 3.5㎾

屋内も屋外もスッキリ！

集約提案のポイント

2台併設パワコン案件

対象顧客：既設PV(パワコン2台設置)

集約

1台に全てがまとまる
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創蓄セット提案

PVパワコン併設可能になるので創蓄セットで提案！

 屋根にPV設置する余力があれば、創蓄提案が可能！
 創蓄導入で既設パワコンのを無償で新品交換提案も良い！

➡疑似連系対象パワコンを選定すれば疑似連系も対応。

5.5㎾

創蓄提案で
PV出力9.9kWに！

創蓄セット提案のポイント

PV既設案件

対象顧客：既設PV(パワコン1台設置)で屋根にPV設置可能な空きがある

PV増設

※４月以降工期必須

5.5㎾

4.4㎾
（出力を調整）



秘

Doc. No. PEDS22-750

-5-

エコキュートとのセット提案

・無料プレゼント

エコキュート

期間限定キャンペーン
(○月〇日まで設置工事)

停電対策＋電気代節約

POWER DEPO® Hとエコキュートを組み合わせることで付加価値をアップさせる提案！

 停電対策＋電気代が安くなることに加え、エコキュートの交換が無料になるお得感
（エコキュートはいずれ交換しないといけないため）

 期間限定と付加価値が加わり、購入を後押しし易い。工事日も確定する
 蓄電池のみの単体提案だと、付加価値が作りにくい場合に効果がある（停電意識が低い）

エコキュートセット提案のポイント

対象顧客：既設PV＋エコキュート設置 or エコキュート設置

卒FIT顧客であれば
パワコン交換の付加価値UP！

(付加価値)(付加価値)

ミルエコmini導入で
対象のエコキュート、
PDHの見える化可能。
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太陽光パネルの併設提案

追加太陽光パネル

期間限定キャンペーン
(○月〇日まで設置工事)

・追加パネル分発電量UP
(追加パネルの効果)

停電対策＋電気代節約

対象顧客：既設PVが少ない顧客(増設可能) or 創蓄提案出来る顧客

 PVパネルを無料で追加プレゼントすることで発電量が増える(経済効果UP)
 余剰電力が増えることで、大型蓄電池を最大限活用でき、自家消費率もアップする。
 創蓄提案の場合は、太陽光パネルの一部を無料で追加する

(例)：4kWパネル＋3kWパネル(蓄電池購入時の無料キャンペーン)

太陽光パネルセット提案のポイント

・無料プレゼント

発電量が少なくて、POWER DEPO®Hを提案しにくい顧客に対して太陽光パネル増設を組み合わせて提案

接続回路が分かれていれば
別メーカのパネルも
組合せ可能(4回路)

(付加価値)

(付加価値)
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単機能⇒ハイブリッド提案

単機能モード ハイブリッドモード

既設PVシステムの保証を維持するため
POWER DEPO®Hを単機能型として導入

既設PV用PCSの

保証切れ/故障

有効活用

モード変更

※配線変更・リモコン設定変更は必要

設置年数の浅い

数年後・・・

他社製PV用PCS

単機能⇒ハイブリッドに変更することが出来る仕様を活かしてPVを設置して間もない家に対して蓄電池を提案！

単機能型⇒ハイブリッド型に
いつでも変更可能

※４月以降工期必須対象顧客：太陽光パネルを設置して年数が経っていない顧客

 既設パワコンを保証が切れるまで使用出来る
 単機能モード⇒ハイブリッドモードに変更できるのはPOWER DEPO®Hのみの仕様(差別化仕様)

単機能⇒ハイブリッド提案のポイント

特許取得申請中
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POWER DEPO®H、Ⅳの併設提案による⾃然災害保証対応

単品設置の場合

PCS

LIB

切替器

併設の場合

PVパネル

PVパワコン

PVパネル

※リチウムイオン電池が被害に
あった場合は保険対象外になります

PDⅣを併設することでPDHのPVシステム機能を担う

「PCS」「切替器」が動産保険対象となります

動産保険対象範囲 動産保険対象範囲

＋
商品付帯動産総合保険 商品付帯動産総合保険

保険のコストは同じ

×

＋
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（補⾜）POWER DEPO®Ⅳの動産保険

保険の対象 POWER DEPOⅣ及びその蓄電池に連携する
太陽光発電設備⼀式

保険⾦⽀払い限度額 ２，０００，０００円
免責⾦額 ０円（⾃⼰負担額）
補償期間 POWER DEPOⅣを設置した⽇から１０年間
保険⾦をお⽀払いする
主な事故

・⽕災、落雷、破裂、爆発
・⾵災、雹災、雪災
・物体の落下、⾶来、衝突、接触物体の落下等
・⽔災
・盗難

太陽光発電
設置

POWER DEPOⅣ
導⼊

PVメーカー製品補償
売電期間（FIT中）

2022年

終了

POWER DEPOⅣ 製品補償
＋ POWER DEPOⅣの災害補償
＋ 既設PVシステムも災害補償︕

（最⼤200万円）

2012年 2032年

被害要因として多い落雷・台⾵による
⽔災等によって発⽣した損害が補償対象︕

PDⅣだけでなくPVシステムも対象︕

PDⅣとPVシステムの全てを
概ね新品交換できる補償限度額︕

（⾃然故障などの内的要因で⽣じた損害や、地震による損害は対象外）

※補償の詳細は別途ご案内する「加⼊者証兼重要事項に関する説明書」をご確認ください



https://sei.co.jp/


